
地域別収益

1兆1,168億円

セグメント別の収益

1兆1,168億円

At a Glance

※1 収益は2019年3月期、その他は別途記載がない限り2019年3月末現在　※2 インドのポワイオフィス（ホールセール関連業務、ファイナンス、リスク管理等の分野をサポート）の人員を含む

顧客 商品・サービス プレゼンス

営業部門

個人投資家
地方公共団体
地方金融機関

事業会社
学校法人
諸法人

金融商品の販売、M&Aア
ドバイザリー、不動産関連
サービス、相続・事業承継
サービス

顧客資産残高：114.7兆円

全国証券会社顧客口座数に
占める野村のシェア：22%

アセット・
マネジメント
部門

個人投資家
国内外の年金
政府・中央銀行
機関投資家等

投資信託商品の開発、運用、
年金・機関投資家からの資
産運用の受託

運用資産残高：51.4兆円

ホールセール
部門

金融機関
機関投資家
事業会社

国・政府機関

株式・債券の引受、M&Aア
ドバイザリー、金融商品の
組成、投資アイデアの提案、
流動性の供給、高度な執行

プライマリー・ディーラー
資格保有国
世界の主要市場：15ヵ国

国内上場会社幹事比率：
約6割

マーチャント・
バンキング
部門

国内の企業

事 業 再 編・事 業 再 生・事
業承継・MBO等の案件に
おいて、顧客へのソリュー
ションの一つとして主にエ
クイティを提供

2019年3月に
第1号案件を執行

営業部門

30%

3セグメント以外

11%

アセット・
マネジメント部門

9%

ホールセール部門

50%

アジア・オセアニア

4%

欧　州

12%

米　州

15%

日　本

69%

概　要 人員数

日　本

1925年の設立以来、94年の歴史を持つ野村グループの本拠地
です。営業部門、アセット・マネジメント部門、ホールセール部門を
中心に、幅広いお客様に対して、フルラインの金融サービスを提供
しています。

15,852

米　州

米州は、世界最大の金融市場規模を有する、野村グループの戦略
的地域です。ホールセール部門では、当社の強みを発揮できる分
野に経営資源を集中し、シェア拡大を図っています。アセット・マネ
ジメント部門では、ハイ・イールド債を中心に、運用資産を拡大し
ています。

2,357

欧　州

欧州は、米州に次ぐ金融市場規模を有する地域で、野村グループ
では、株式執行ビジネスや債券トレーディング、資金調達・M&Aア
ドバイザリーなど、ホールセールビジネスにおけるさまざまなサー
ビスを提供しています。また昨今の市場環境等を踏まえて、ビジ
ネスの選択と集中を進め、収益性の改善にも取り組んでいます。

2,909

アジア・
オセアニア

野村グループは、日本を含むアジアをマザーマーケットと位置付
けています。高い経済成長が見込まれるアジアで、ホールセール
部門やアセット・マネジメント部門を中心に、12の国と地域でビ
ジネスを展開しています。また海外で唯一、リテールビジネスを
行っています。

6,746※2

世界30か国以上の拠点の役職員数
（2019年3月末現在）

27,864名
グループ役職員の国籍
（2019年3月末現在）

約90ヵ国

野村グループのESGに関する取り組みは社外から高く評価されています。野村ホールディングスは、Dow Jones 
Sustainability Indices（ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス）の「DJSI World（DJSIワールド）」および
「DJSI Asia Pacific（DJSIアジア・パシフィック）」をはじめ、GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）がパッシブ運
用を行う際のESG指数である「FTSE Blossom Japan Index」と「MSCI 日本株女性活躍指数（WIN）」等、数々の
指数の構成銘柄として採用されています。

野村グループは、2015年に署名した「国連グローバル・コンパクト」を含め、
事業活動に関わりのある国内外のイニシアティブに参加し、活動を推進しています。

創 立 9 4 周 年

1925年
設　立

ESGインデックスへの組み入れ状況

国際的なイニシアティブへの参加

野村グループのセグメント※1

野村グループのグローバル展開※1
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